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丹保議長

委
員
会
に
は
、
自
民
党

・

水
の
未
来
戦
略
特
命
委
員
会

委
員
長
の
福
井
照
衆
議
院
議

員
を
は
じ
め
、
伊
藤
忠
彦
衆

議
院
議
員
、
武
部
新
衆
議
院

議
員
、
務
台
俊
介
衆
議
院
議

員
が
出
席
。
各
議
員
は
あ
い

さ
つ
で
、
水
道
を
は
じ
め
と

す
る
イ
ン
フ
ラ
の
課
題
、
気

候
変
動

へ
の
対
応
が
重
要
性

を
増
す
中
で
今
年
１０
月
に
熊

本
市
で
開
か
れ
る
ア
ジ
ア

ｏ

太
平
洋
水
サ
ミ

ッ
ト
に
向

け
、
国
内
外
の
水
戦
略
構
築

の
重
要
性
を
訴
え
た
。

丹
保
議
長
は
水
道
を
テ
ー

マ
と
す
る
議
論
に
当
た
り

「水
の
循
環
が
文
明
の
基
礎

と
な
る
時
代
が
２
０
５
０
～

２
１
０
０
年
に
か
け
て
進

み
、
従
来
の
仕
組
み
が
使
え

な
く
な
る
。
水
道
は
近
代
の

文
明
そ
の
も
の
。
近
代
を
卒

業
す
る
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
を
考
え
る
こ
と
、
次
に
ど

う
な
る
か
を
考
え
る
こ
と
が

水
の
専
門
家
の
仕
事
」
と
方

向
性
を
示
し
た
。

議
事
は
、
熊
谷
課
長
の
説

明
に
加
え
、
森
山
浩
行
衆
議

院
議
員
が
水
道
事
業
の
職
場

で
の
人
材
育
成
と
デ
ィ
ー
セ

ン
ト

・
ワ
ー
ク

（人
間
ら
し

い
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
）
、

水
ｉ

ｎ
ｇ
の
水
谷
重
夫
シ
エ

ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
災
害
時

の
緊
急
対
応
と
官
民
連
携
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ジ
ャ

バ
ン
の
吉
村
和
就
代
表
が
昨

今
の
水
道
に
関
連
し
た
報
道

森
山
議
員
は
、
官
民
連
携

の
重
要
性
に
認
識
を
示
し
な

が
ら
も

「海
外
の
失
敗
事
例

か
ら
学
ぶ
こ
と
、
し

っ
か
り

と
し
た
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と

が
大
切
。
制
度
を
つ
く
る
時

は
最
悪
の
こ
と
を
考
え
て
対

応
す
る
べ
き
」
と
制
度
の
あ

り
方

へ
の
考
え
を
示
し
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
８

ｏ
６
に
定
め
る

「デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ｏ
ワ
ー
ク
」

の
実
現

へ
、
現
場
職
員
が
誇

り
に
思
え
る
事
業
環
境
づ
く

り
の
大
切
さ
を
強
調
し
た
。

水
谷
氏
は
、　
。
東
日
本
大
震

災
と
西
日
本
豪
雨
に
お
け
る

宮
城
県
、
広
島
県
、
宇
和
島

市
で
の
同
社
の
災
害
対
応
と

小
諸
市
に
お
け
る
取
組
み
を

事
例
に
、
担
い
手
不
足
等
を

水の安保機構

政
産
学
戻
で
小
規
模
維
持
な
ど
課
題
に

政
産
学

一
体
で

「水
道
の

持
続
」
を
議
論
―
１
２４
日
に

開
か
れ
た
水
の
安
全
保
障
戦

略
機
構
の
第
１７
回
基
本
戦
略

委
員
会

（議
長
＝
丹
保
憲
仁

北
海
道
河
川
財
団
会
長
）
で

は
水
道
事
業
の
持
続
性
が
テ

ー
マ
と
な

っ
た
。
墓

季

寧

大
学
院
の
滝
沢
智
都
市
工
学

ヽ
専
攻
教
授
の
進
行
の
も
と
、

厚
生
労
働
省
の
熊
谷
和
哉
水

道
課
長
に
よ
る
改
正
水
道
法

に
関
す
る
説
明
を

ベ
ー
ス

に
、
政
治
家
、
産
業
界
、
幅

広
い
分
野
の
学
識
者
ら
に
よ

り
議
論
を
展
開
し
た
。

有識者が集 い議論
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る
。
数
万
人
規
模
ぐ
ら
い
ま

で
は
広
域
化
や
官
民
連
携
で

な
ん
と
か
し
な
が
ら
維
持

し
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
分

散
型
の
技
術
で
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
仕
掛
け
が
必
要
で
あ

り
、
日
本
の
水
道
は
良
い
水

を
飲
め
な
く
な

っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
。
日
本
で
も

近
代
水
道
が
使
え
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
。
近
代
水
道
は
限

定
状
況
で
し
か
成
り
立
た
な

い
解
で
あ
り
、
別
の
解
を
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
民

の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
考
え
る

必
要
も
あ
る
」
と
述
べ
た
。
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